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1. はじめに  

近年、環境DNA（以降、eDNA）は、水生動物の分布

を把握するツールとして使われている(1)。また、水

域におけるeDNA検出は、希少種、外来種の検出にも

用いられている(2)。淡水生態系は、地球上で最も危

機的な状況にあり、甲殻類の23％が絶滅危惧種

（http://www.iucnredlist.org/）となっており、保

全の重要性が高いにもかかわらず、eDNAの検出例は

多くない。ニホンザリガニ(Cambaroides japonicus、

写真1)は、日本の北部に分布する固有種であり、近

年、生息数が減少している。このため、本種は環境

省レッドリストの絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されて

おり、保全の必要性が高まっている（3）。ニホンザリ

ガニの生息地はその一部が把握されているが、生息

分布の調査が行われていない場所も多い。ニホンザ

リガニの主要な生息場である河川源流部は、総流路

長の2/3以上の割合を占めるほど広範囲に及ぶが、ア

クセス性が悪いことと生息密度が低いことから、本

種の正確な分布情報の取得は困難である。 

ニホンザリガニは、北海道全域と青森県、秋田県

及び岩手県にのみ生息する。生息場は一般に広葉樹

に囲まれた河川源流部で、まれに山上の湖沼にも生

息する。ニホンザリガニは冷たく清澄な水環境を好

み、湧水に対しての依存性が強い。また隠れ場所が

不可欠であり、礫や倒木、落ち葉の下などを利用し

ている。本種は人間による開発行為の影響を受けや

すいため生息地数の減少が著しい。したがって保全

のための技術開発が望まれ、特に生息を制限する環

境要因の解明は緊急性が高い。ニホンザリガニの生

息に影響する環境要因としては、広葉樹の有無、水

温20℃以下（4)の水が安定して緩やかに流れること、

魚類が生息しないこと、転石等の隠れ場所が豊富な

こと等（5)が報告されている。また、ザリガニ類は河

川の表面水と河床下の地中水が混じり合う移行帯、

いわゆる間隙水域に生息する生物である。本種の生

息地調査には、多大な労力を要するとともに、踏査

を伴う調査は、生息域に少なからず負荷を与えてい

るものと思われる。 

我々の目的は、eDNAを用いて絶滅危惧種であるニ

ホンザリガニの生息状況を推定する技術を確立する

ことである。調査は、河川源流域において、採捕に

よる目視確認とeDNA検出を行い、双方の結果の比較

を行った。 

 

 

写真1 ニホンザリガニ(Cambaroides japonicus) 

 

2. 材料及び方法 

 採水及び野外調査は、2014年11月、2015年1月、6

月に北海道札幌市、小樽市、江別市の10箇所の沢で

実施した。各沢から１Lの水を採水した。試料水は1 L

のポリプロピレンボトル（ナルゲン社）に採取し、

運搬中は冷却ボックス内にて保存した。採水終了後、

キーワード：環境影響評価、環境 DNA、リアルタイム PCR、ニホンザリガニ、モニタリング 
発表者連絡先：北海道札幌市北区北 7 条西 1 丁目 2 番地 6 TEL 011-700-5227、FAX 011-709-0628 

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-243-

Ⅶ-122

 



ニホンザリガニの採捕調査を行い、生息の有無を記

録した。試料水はガラスフィルター（GF/F、直径47mm、

0.7μm、GE Healthcare）を通して濾過した。フィル

ター上の試料からDNeasy Blood and Tissue Kit (キ

アゲン)を用いてDNAを抽出し、ニホンザリガニ特異

的なプライマー・プローブセット（土居ら未発表デ

ータ）を用いてPikoRealリアルタイムPCRシステム

（Thermo Scientific社）によりDNAを検出した。PCR

の繰り返し回数は8回とし、1回でもポジティブなら

ニホンザリガニが生息していると判断した。 

3. 結果 

 10地点中7地点において、ニホンザリガニが採捕さ

れ、それら7地点の沢すべての試料水からニホンザリ

ガニのDNAが抽出された。一方、採捕されなかった3

地点の沢の試料水では、ニホンザリガニのDNAが検出

されなかった(表1)。季節ごとにみると、採捕調査で

は、冬は1地点、夏は7地点で個体が捕獲された。eDNA

分析では、冬は4地点、夏は7地点でDNAが検出された。 

 

表1 捕獲調査及びeDNA検出結果 

時期
地点 採捕 eDNA 採捕 eDNA

1 ○ + ○ +
2 × + ○ +
3 × + ○ +
4 × ×
5 × ×
6 × ○ +
7 × + ○ +
8 × ○ +
9 × ×

10 × ○ +

冬（11月、1月） 夏（6月）

 

 

4. 考察 

河川水中のニホンザリガニeDNAの検出について試

行し、採捕で観察された7地点の沢すべてにおいて、

本種のDNAを検出することができた。一方、ニホンザ

リガニが観察されなかった3地点の沢においては、

DNAが検出されなかった。したがって、eDNAを用いた

調査手法は、ニホンザリガニの在否を正確に検出す

ることができるものと判断された。一方で、冬と夏

の比較では、採捕及び、eDNAとも夏に確認地点数が

多かった。その理由として、ニホンザリガニの活動

期は夏であり、冬は川底に潜り活動が低下している

ことが影響していると思われる。ニホンザリガニは、

生息密度が低く、常に石の下や倒木の下に隠れ、硬

い外骨格に覆われていることから、環境中に放出さ

れる皮膚片や組織に由来するDNAが魚類に比べて少

ないと思われる。採捕では、河川内を歩行し、河床

礫をめくりながら確認していくことから、少なから

ずニホンザリガニの生息域を撹乱する。しかし、eDNA

を用いた調査手法は、採水のみのため生息環境の撹

乱はほとんどない。このため、生息地を保全しなが

ら、精度の高い成果が必要とされる希少種の調査に

おいて、eDNA手法は有効であると思われる。さらに、

ニホンザリガニ以外の希少種や外来種についても、

調査対象とする種特異的なプライマーを開発するこ

とにより、本研究と同様の手法で分布の有無を検出

することが可能であると考えられる。 

本研究結果は、eDNAを用いた調査が従来の調査手

法より簡易にかつ確実に水生生物の有無を明らかに

できることを示唆しており、河川上流域における生

物モニタリングへの応用が期待できる。なお、今回

の研究では個体の生息密度と検出されたDNA量の関

係について明かにできなかったが、今後の課題とし

て取り組んでいきたい。 
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